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会の告知板  

【部会予定】 

7 月  30 日 （火） カラオケ部会 18:30 オンチッチ 

8 月 4 日 （日） 第 2回役員会 16:00 生涯学習センター 

8 月 8 日 （木） グルメ部会 「しゃぶ葉」清瀬 

9 月 12～13日 バド部ボッチャ部合同合宿 八ヶ岳グリーンヒルズ 

9 月 26 日 （木） 映画鑑賞会 「アラバマ物語」 14:00 成美教育文化会館 

10 月 19 日 （土） 秋の懇親会 14:00 成美教育文化会館 

11 月 28 日 （木） 映画鑑賞会 17:30 成美教育文化会館 

 

【大学・校友会関係】 

7 月 14 日 （日） 三多摩会長会 多摩センター 

8 月 31 日 （土） 三多摩支部大会 多摩センター 

9 月 26 日 （木） 稲門祭実行委員会 早稲田大学 

9 月 28 日 (土) 秋季幹事長・事務局長会 早稲田大学 

9 月 28 日 (土) 秋季代議員会 早稲田大学 

10 月 20 日 （日） 稲門祭 早稲田大学 

10 月 27 日 （日） 小平稲門会総会 小平市民文化会館 

11 月 24 日 （日） 東村山稲門会総会 サンパルネコンベンションホール 

 

＜各部会定例活動一覧＞        

部 会 
7 月 8 月 

日 曜 時間 場所 日 曜 時間 場所 

女性ｻｰｸﾙ 10 木 10：00 中央町地区ｾﾝﾀ  ー 休     会 

書 道 14 日 12：40 生涯学習センター 11 日 12:40 生涯学習センター 

俳 句 23 火 10：00 生涯学習センター 18     日 10:00 生涯学習センター 

囲 碁 28 日 13：00 成美教育文化会館 25 日 13:00 成美教育文化会館 

太極拳 

6 土 10:00~12:00 成美教育文化会館 3 土 10:00~12:00 成美教育文化会館 

20 土 10:00~12:00 成美教育文化会館 24 土 10:00~12:00 成美教育文化会館 

27 土 10:00~12:00 成美教育文化会館 31 土 10:00~12:00 成美教育文化会館 

バドミントン 毎週金 10:50~ 東久留米ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀ  ー 毎週金 10:50~ 東久留米ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀ  ー

ソフトボール 
 1 月 11:00~13:00 南町運動広場  5 月 11:00~13:00 南町運動広場 

22 月 11:00~13:00 南町運動広場 26 月 11:00~13:00 南町運動広場 

ボッチャ 
13 土 13:00～15:30 東久留米ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀ  ー

3 土 13:00~15:30 東久留米ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀ  ー
29 月 11:20～13:30 東久留米ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀ  ー

コントラクト

ブリッジ 
19 金 15:50～18:50 生涯学習センター 16 金 15:50～18:50 生涯学習センター 
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会の報告 

◎臨時役員会報告 

 2024年度第２回臨時役員会が 5月 8日（水）17:00～ 生涯学習センターにて開催された。 

＜議事録概要＞ 

 山口会長から開会の挨拶の後、以下の事項について報告や意見交換が行われた。 

１ 第 30回定時総会の件 

（１）反省等 

   間際のｷｬﾝｾﾙが多かったため、秋の懇親会から会費は 4000円とし、3日前以降のｷｬﾝｾﾙ者からは

会費相当額を徴収することにしたい。 

（２）次年度総会 

   2025年 4月 19日（土） 成美教育文化会館 １階ギャラリー ＜予約済＞ 

（３）次年度文化講演会 

   事務局長から、講演者の候補として、23区稲門会でも数多く講演をしている応援部 OBで 

ｺﾝﾊﾞｯﾄﾏｰﾁの作曲者、小豆島の町長もしていた三木佑二郎氏はどうだろうかとの提案があった。 

２ その他 

（１） ホームページ 

担当の坂井氏より、HP上の部会紹介が古い内容なので、各部会長に写真と内容の再確認をしてほし

いとの意見があり、後日、事務局長から部会長に３月発行の東稲ﾆｭｰｽの内容で良いか等の連絡をするこ

とにした。 

（２）30周年記念事業の件 

 ①チケット状況・・・5/8現在、489枚配布 

    会員 132名に 264枚配布    地域センター等 130枚配布し、76枚の販売数 

    学校 25枚配布         会員 70枚配布 

 ②コンサート役割分担・・・6月の役員会で決定する。 

  ＜ホール、学習室の鍵担当者＞ 

  ＜学生担当＞ 

  ＜会場準備等＞ 

    ・ステージ上吊り看板  ・出入口用看板２つ  ・校旗    

    ・弁当担当 

    ・写真 有賀（パーティーも担当） 

    ・近隣稲門会、三田会と中高生の招待者席を作る。 

    ・花束を用意するか大橋氏に確認 （山口） 

  ＜受付＞ 

    ・ﾁｹｯﾄもぎり 4名（交響楽団） ・招待者受付  ・予約者受付  ・当日券販売 

    ・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ配布者  ・場内の案内、出入口担当 5名（交響楽団）・入場整理券作り（大矢） 

 ③パーティー役割分担 

  ＜会場準備等＞ 

    ・楽屋借用連絡 済 ・ステージ上吊り看板  ・マイク 2本 ・CD用音響 

    ・机 ３５台  ・椅子 ７０脚 ＜机・椅子のｾｯﾃｨﾝｸﾞ必要＞ 

・校旗 

  ＜太鼓担当＞ 

  ＜受付＞ ・会員受付  ・来賓受付（近隣稲門会、三田会）・・・来賓も参加してもらうか検討 

   ＊次回役員会 ６月２日（日）16:00 スペース 105             大矢 真弘 記 
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◎第 1回役員会報告 

 2024年度第１回役員会が 6月 2日（日）16:00～ スペース 105にて開催された。 

＜議事録概要＞ 

 山口会長から、いなほ会、東久留米市の「主催者賠償責任保険」等の報告の後、以下の事項について

報告や意見交換が行われた。 

１ 2025年度 第 31回定時総会の件 

（１）次年度総会 

   2025年４月１９日（土） 成美教育文化会館 １階ギャラリー 

（２）次年度文化講演会 

 ・講演内容  応援部OB でｺﾝﾊﾞｯﾄﾏｰﾁ作曲家、小豆島の町長も務め、23区稲門会で講演等 

  を行っている三木佑二郎氏ができるか連絡をすることにした。 

 ・講演会担当 未定 

２ 2024年度会員の状況 

（１）5月 31日現在の会費納入、未納者状況 

  ・納付者： 101 名  ＜予算の 135名まで 34名＞    ＊未納会員数 30名 

（２）未納会員への督促について 

  ・７月の東稲ﾆｭｰｽ配布時に督促状を出す。 

３ 本年度の行事予定、担当者 

（１）役員会    8/4（日）・10/6（日）・12/1（日）・2025年 2/2（日）・4/6（日） 

（２）秋の懇親会の日程案 

10月 19日（土）成美教育文化会館 3階大研修室を 13:00～16:30予約した。 

    ＊20代～40代の校友は 6月の 30周年ﾊﾟｰﾃｨｰに招待済みゆえ会員のみで実施する。 

    ＊案内：9月 10日発行の東稲ニュース   申込締切：9月 25日（水） 

    ＊担当：未定 

（３）忘年会の日程  12/1（日） 

（４）新年会の日程  1/18（土）or 1/19（日）or 1/25（土）or 1/26（日） 

          ＜練馬稲門会主催のﾆｭｰｲﾔｰｺﾝｻｰﾄの日を避ける。＞ 

４ 2024年度会員名簿印刷等について 

（１）会員氏名等の確認    HPに会員情報の非開示項目希望者への連絡を載せる。 

（２）各部会の部会長の確認 

   ・女性サークル  吉川明美氏 → 坂本洋子氏（S54社学）に変更 

   ・ボッチャ    渡辺真司氏 → 高橋哲男氏に変更 

（３）発行は 7月 10日 

５ 広報関係 

（１）東稲ニュース 

   ・記事等の依頼 

・印刷日時等   7月 4日（木）印刷 15:00～  作業 16:30～ 生涯学習ｾﾝﾀｰ 学習室４ 

６ 稲門祭記念品の販売状況等 

  ・目標金額 14万円のところ、188､000円の販売で販売額達成（5/28現在） 

  ・景品の寄付・・・２万円～３万円 柳久保かりんとう（400円）50袋 程度 

７ その他 

（１）ホームページ    HP上の部会紹介の更新を進めている。 

（２）映画鑑賞会     5/30（木）「ｻｳﾝﾄﾞ･ｵﾌﾞ･ﾐｭｰｼﾞｯｸ」 

           ＊その後の日程は、9/26（木）「アラバマ物語」、11/28（木）の予定。 
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（３）30周年記念事業の件 

 ①チケット状況     6/2 現在 

    会員 132名に 264枚配布 

      会員招待券参加見込数   216枚（未回答２３名を含む） 

      地域センター等    145枚     学校       25枚 

      会員販売        61枚    三田会等招待者  27枚（練馬稲門会 2名含む） 

＜西東京、清瀬、小平、東村山稲門会、三田会・・・3名～5名を招待＞ 

       合 計       474枚       ＊今後、当日券の販売を検討する。 

 ②コンサート役割分担   6/28（金）9:00～12:00 ピアノ調律と準備 

              6/29（土）8:50 執行部、担当役員集合（18名） 

  ＜ホール・学習室の鍵担当＞    金子、青木 

  ＜学生担当＞ ・交響楽団 松﨑（学習室 1･2）    ・合唱団 梶井（学習室 4･5） 

  ＜会場準備等＞ 

    ・ステージ上吊り看板 大矢 ・出入口用看板２つ 大矢 ・校旗 大矢 

    ・当日券の案内看板 大矢 

    ・弁当担当 大矢 ＜合唱団 34名、ﾜｾｵｹ 60名程度、役員 18名と大橋氏 合計 113個＞ 

    ・写真担当（パーティーも） 有賀 

    ・招待者席と出入口担当者席の設置 大矢 

    ・花束  購入（片平）     授与者（吉川、山岡） 

    ・影マイク担当・・・片平 

  ＜受付＞ 

    ・ﾁｹｯﾄもぎり、ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ等配布 交響楽団４名 

 ・招待者受付 小野、河村、吉田   

・当日券用整理券（作成 大矢）配布並びに当日券販売 吉川、船津、山岡 

・場内案内並びに出入口担当 交響楽団５名 

    ・入場整理券（作成 大矢）配布並びに入場案内 大矢、坂井、別処 

 ③パーティー役割分担 

  ＜会場準備等＞ 

    ・ステージ上吊り看板 大矢  ・校旗 大矢 

    ・楽屋借用連絡 大矢   ・CD用音響依頼 大矢 

    ・机 35台  ・椅子 70脚  ・マイク 2本  ・マイクスタンド 1台 

    ・着席とし、役員全員で準備 

    ・料理等の手配 大矢  前日の午後、追加のお酒等とつまみ類購入する。 

    ・同伴者を増やした方が良いのではとの意見有り。どうするか検討 

  ＜太鼓担当：謝礼１万円用意＞ 宴会に参加してもらう。    小野 

  ＜受付＞  ・会員受付 河村、山岡、吉田 

 ＊式次第・・・乾杯と中締め未定 

        太鼓演奏 

    １ 開会    ２ 会長挨拶    ３ 乾杯    ４  歓談 → 太鼓演奏 

    ５ 中締め   ６ 校歌      ７ 閉会 

 ④その他 

  ＜著作権関係＞   ・申込書作成     ・支払い等 

９ サークル・部会関係 

  ＊次回役員会 8月 4日（日）16:00 生涯学習センターの予定         大矢 真弘 記 
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部会だより 【活動報告】  

＜ゴルフコンペ＞    令和６年春の懇親コンペ 

6月４日、熊谷ゴルフクラブにて稲門会 7人、三田会 6人、総勢 13人とやや少ない参加者でしたが、

梅雨前のさわやかな天気の中、楽しくコンペを開催できました。熊谷ゴルフクラブは難しいコースで皆

さん苦労しましたが、優勝は稲

門会の大矢さん、昨年秋に続い

ての懇親コンペ V２を見事達成

しました。よく練習している大

矢さん、やはり練習は裏切らな

いことを実証しました。準優勝

は最年長の三田会川鍋さん、3

位は稲門会の上原さん、グロス

2 位で三田会の城山さんとベス

グロを争ったのはさすがでした。 

東久留米に戻って「庄屋」で

の懇親会があり、ゴルフには参

加できなかった山口会長も参加

しゴルフ談義で盛り上がりまし                            

た。      金子 孝司 記 

 

 

 

＜俳句部会＞ 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 285回   5月 19日(月)      

兼題： 蜘蛛 ・ 夏に入る  他 当季雑詠二句 

＜高点句＞ 

母の日の母の料理を褒めに行く   片平るみ 

大蜘蛛の虚空を渡る木の間かな   大久保泰司 

母の日や苦労苦労の母なりき    杉本達夫 

＜自選一句＞ 

靴底の青きにほひや夏に入る    三浦洋子 

子どもらのブレイクダンス初夏の風 川島知子 

蜘蛛の糸雨つぶうけて姿見せ    横田慧子 

蜘蛛の囲や人生ネットワークかな  橘優治 

オーロラを背にほの光る蜘蛛の糸  比護喜一郎 

五月晴れ昭和の歌がハミングで   馬場清彦 

 

第 286回  6月 16日（日） 

兼題： 紫陽花 ・ 夏富士  他 当季雑詠二句 

＜高点句＞ 

 父の日や新米パパの子守唄    三浦洋子 

 幼らをもてなしてゐる金魚かな  片平るみ      

 ＜自選一句＞ 

 紫陽花に問わず語りの老いの日々 横田慧子 

 亡き妻の育てし紫陽花七変化   大久保泰司 

 朝夕の表情ふたつ雪解富士    杉本達夫 

 梅雨入りや濡れし靴音駅階段   比護喜一郎 

 雨粒を弾き落として柿若葉    川島知子    

 笠雲は円盤のごと夏の富士    橘優治 

 千年の富士雪解水自販機で    馬場清彦 

                片平るみ 記 
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＜ソフトボール部会報告＞      私とソフトボール 

 子どもの頃は広場（神社等の空き地）で手打ち野球やソフトボールをやった。バットは神社の林の中

から枯れ木を拾って、それを使った。人数が少なかったので三角ベースが多かった。正直、学校の体育

館で大きいボールを使うドッジボールの方が好きだった。闘争的スポーツに魅力を感じていたのだ。中

学になって部活を選ぶときに丸坊主にならなくていいバスケットボールを選んだ。（笑）運動について言

えば、何でもやりたがるタイプで、教員時代は中学から続けてきたバスケットボール以外にサッカー、

野球の教職員大会に出た。野球では朝霞・新座・志木・和光地区の合同チームに所属し、埼玉県大会で

は決勝まで進んだこともあった。野球素人の私は下位打線で外野守備が多かった。本当は動きが激しい

内野をやりたかったが、学生時代部活でやっていた人とは違い、実力が伴わなかった。不思議と三振は

少なかった。また、皆が打てないアンダースローのピッチャーが好きだった。 

稲門会に入り、ソフトボールに入るよう渡辺さんに誘われた。ソフトボールは野球ボールとは違い、打

っても遠くに飛ばないし、ボールも大きくて投げづらい。入部以来稲門会ソフトボール部のコーチ 3人

と渡辺さんから投げ方や打ち方、守備の基本など丁寧に教わっている。少しは様になってきたように感

じる。（自画自賛も甚だしい！）この年になると上達は望めないが向上心は人一倍ある。部の中での仕事

は準備運動係。試合での守備は主に外野手。バッティングは引っ張り専門で左

に切れることが多い。せっかちで待てない性格なためなのだろう。練習の後

半の試合は特に楽しい。勝つと嬉しいし、負けると悔しい。ミスも多いが、

たまにいい当たりをすると気分が高揚し、意欲が出る。皆、上手下手に関係

なく、和気藹々と活動している。たまに開かれる飲み会（反省会）も楽しい。 

これから長く、継続的に活動するのは怪我の防止も必要である。準備運動を

担当する自分の責務は重いといつも感じている。 

皆さん、野球経験にとらわれず、少年時代に戻り、たくさんの人とソフトボ

ールを楽しんでみませんか。終活を考えるより、何か新しいことを始めてみるの

もよいことだと思っております。                       有賀 千歳 記 

 

＜スポーツ観戦部会＞  

2024 年六大学野球春季リー

グ戦はご存じのとおり、早大が

完全優勝を果たしました。スポ

ーツ観戦部会は当稲門会設立

30周年記念行事の一環として、

久しぶりに「学生応援席」での

観戦を企画しました。応援部 OB

の大矢事務局長にお願いして 8

席を予約して頂き6月1日（土）

の第一戦を観戦。結果８−２で

早大完勝。そして確保頂いた席

は、なんとリーダー、チアーが

立つ台の僅か3､4席後方という

凄いもの。応援リーダーとチア

ーの顔がほぼ真ん前、彼らの汗が飛んでこようかという場所です。チアーの方々は早稲田が攻撃してい

る間中舞い続けています。疲れていても笑顔を作っている姿は感動的です。得点毎に肩を組んで「紺碧

の空」の大合唱。試合終了後は一同グッタリでしたが、地元に戻り元気回復して大祝勝会。今秋もまた

学生応援席で観戦予定ですので、奮ってご参加下さい。              山口 謙二 記 
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＜ボッチャ部会＞   第 3 回くるめカップボッチャ大会優勝 

2024 年 6 月 22 日、『第 3 回くるめカップボッチャ大会』が開催され、出場チームも 19 チームに増

え、東久留米稲門会からも 3 チームが出場をして、激戦の中、第 1 回大会以来、当会のチームが優勝し

ました。        出場チーム及び成績 

 1位 坊ちゃんズC 小山田、松﨑洋子、渡辺昌子 

 6位 坊ちゃんズA  東海、坂井、渡辺 

12 位  坊ちゃんズB 川瀬、小野、高橋 

 予選は、各 4 人チーム 4 リーグ及び 3

人チーム 1 リーグの総当たりで、予選で

は坊ちゃんズ A は、2 勝 1 敗で決勝 2 位

グループ、坊ちゃんズ B は、1 勝 2 敗で

決勝 3 位グループ、坊ちゃんズC は、2勝

0 敗決勝 1位グループで決勝戦に進み、決

勝戦の結果は、坊ちゃんズC は 3 勝 1 敗

1 位グループ首位で総合優勝、坊ちゃんズ

A は 4 勝 0 敗 2 位グループ首位で勝率は

参加チーム 1 位でしたが、総合 6 位、坊

ちゃんズ B は、2 勝 2 敗 3 位グループ 2

位、総合 12位の結果でした。 

 東久留米市も健康管理のため、ボッチャを普及しており、くるめカップボッチャ大会の出場チームも

第 1 回から 7 チーム増加しています。この時流にボッチャ部に参加して見ませんか。歓迎いたします。   

                                        高橋 哲男 記    

＜ｳｫｰｷﾝｸﾞ＆山歩き部会活動報告 早稲田大学キャンパスツアー（第 97回 5月 23日）＞ 

東久留米稲門会の創立 30周年を機に、早稲田大学キャンパスツアーを企画した。 

今年は 5月に真夏の暑さを味合う気候不順に悩まされているが、この日は運よく暑からず寒からずの

ｳｫｰｷﾝｸﾞ日和に恵まれて、参加者 18名（男 16、女２）は各々半世紀に渡る思い出とその変わり様は如何

と、胸を躍らせて久しく足が遠のいていた母校を訪れた。 

ツアーは、午前中に西早稲田キャンパス（旧理工学部）を観て、徒歩で戸山公園、旧文学部を経て大

隈庭園脇の学食で昼食、午後に早稲田キャンパス（本部）の行程である。 

東久留米駅から地下鉄副都心線西早稲田駅に直接到着。S44 年卒の筆者は、都電が走り、地下鉄東西

線が早稲田を通ったばかりの昔日を思い出し、時代の変化を先ず実感。当時、理工学部校舎が敷地に余
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裕を持って点在していたのが、体育で通ったテニスコートも潰して所狭しと建物が増えた上に、高い建

物も目を引いた。学生のガイドが実験、実習や検査の教室、教養の授業、団らんや自習スぺース等を案

内してくれたが、高度な勉学の場であることの雰囲気に溢れていた。学生について驚いたのは女性の多

さで、理工全体の３割弱に及ぶそうで、リケ女の活躍が期待されていることに現代の趨勢を実感させら

れた。 

次に明治通りを渡り、戸山公園を散策しながら、人工の山ながら東京 23区の最高峰の箱根山（44.6m）

を登山した後、戸山キャンパス（旧文学部）に至り構内を散策。我々の時代とは及びも着かない立派な

学生会館、旧記念会堂を更新し、メイン部分を地下に設置した早稲田アリーナに驚く一方で、国連ビル

の象徴には昔を偲ぶこと一しきりであった。 

昼食は、三々五々、大隈庭園脇にある昔とは大違いの洒落た現代風な学食で済ませた後、昔と変わら

ない大隈庭園をゆっくりと散策、都会の一隅の自然に身体を休めた。 

早稲田キャンパスツアーは大隈講堂から始まった。米国大統領や総理等賓客が使った控え室に入り感

激、講堂の壇上から観客席を見る得難い経験も得た。政経学部の校舎では、旧校舎の上に現在の校舎を

継ぎ足して高いビルにした構造と校舎内で稼働するエカレーターに目を見張る。商学部、法学部、教育

学部の高く伸びた校舎を観ながら構内を散策すると、ビルの谷間を歩くようであった。これら学部に加

えて、社会科学部、国際教養学部と比較的に新しい学部も活発に活動しているとの説明を受け、午前の

理工系学部も併せて堂々たる総合大学の実像に触れて早大 OB の誇りを再認識した。旧安部球場跡に立

つ巨大で電子化された図書館もそれを象徴する一つと思われた。 

建物とは別に、本部でも女子学生の多さに驚き、我々の時代は教育学部と文学部を除いて女性がチラ

ホラであったキャンパスの景色に隔世の感を抱いた。早慶戦の応援席での「花は桜木、男は早稲田」と

いう幟は過去の遺物となっていた。大学入試の偏差値が高止まりしているのは４割に迫る女学生の増加

が寄与しているという説もむべなるかなと思われた。早稲田大学第二校歌の人生劇場の主人公は「生ま

れは正しき郷士にして、一人男子（おのこ）に生まれたる 宿世の縁の哀れさや 浮きたつ夢に誘われ

て 一人旅立つ東京の 学びの庭は早稲田なり」と詠い上げたのだが、半世紀の間にそうした男のイメ

ージは悄然と消え去ったようである。 

東久留米に帰って、半世紀の昔を思いやりながら、大々的な打ち上げを行った。   東海 俊孝 記                                            
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部会だより 【今後の予定】     

＜夏のカラオケを楽しむ会のご案内＞    

3月 16日の日経新聞 38面にカラオケの第一興商の全面広告で 1994年から 2023年までの 30年間にお

けるカラオケランキング１位から 1,000位までの曲が紹介されました。30年間ですので、シニアが歌う

懐かしい曲から、ヤングの歌う今風の曲まで網羅されていました。ちなみにベスト 10は、  

1位  ハナミズキ   2位  残酷な天使のテーゼ 3位  小さな恋のうた  4位  チェリー     

５位  天城越え    ６位  キセキ            ７位  Story       ８位  I love you    

９位   奏（かなで）  10位   糸  です。 

 貴方の持ち歌は入っていましたか？   

又、今年の総会の講演会で野口千代子先生がお話で、お腹の底から大きな声で、適度な調子のリズム

感での発声が健康に良く、認知症にも効果的であることを教えて下さいました。両方を一度にできるカ

ラオケで、いつまでも健康で元気で、脳を活性化させては如何しょうか。   

 今年も下記の要領で「夏のカラオケを楽しむ会」を開催いたします。ご参加の方は、７月 24日（水）

までに恒例によりまして、お一人様３曲ずつご参加の連絡の際に、「曲名・歌手名」をお知らせ下さい。 

皆様の奮ってのご参加をお待ちしております。 

記 

日時 ：令和６年７月 30日（火）18時 30分      

場所 ：オンチッチ（東久留米市東本町１－９・TEL 042-477-7333）    

会費 ： 5,000 円        

連絡先 ：後藤 秀作 ０７０－２６２１－６８２２  

  アドレス shu.goto1949@gmail.com    

                          後藤 秀作 記 

＜グルメ部会のご案内＞ 

期日： 8月 8日 木曜日 

場所： 「しゃぶ葉」 清瀬店 

会費： 4500円 お店の都合により 16名限定とさせて頂きます。  

行程： 東久留米駅改札口前 11時 30分集合 11時 39分飯能行に乗車 11時 41分清瀬着  

北口の けやき通り徒歩７分で しゃぶ葉清瀬店到着  

12時 00分より会飲食開始 ビュッフェ式による しゃぶしゃぶ食べ飲み放題 

国産牛肉、霧島黒豚、牛みすじ、水餃子、豚ロース、豚バラ肉、鶏肉 

生ビール、ワイン、ウイスキー、焼酎、日本酒、果実酒、リ

キュール 等 

しゃぶしゃぶの殿堂しゃぶ葉は 私は池袋店にはよく行

きましたが今回は友人の勧めもあり しゃぶ葉清瀬店で企

画致しました。 

清瀬には有名な「考えた人すごいわ」のパン屋さんも有り

お土産に最適です。  

夏の猛暑を乗り切って秋を迎える為にも 奮っての参加

をお待ち申しております。 

尚 二次会は東久留米駅近くで予定しています。 

連絡先  吉田清郎  ０４２－４２４－８０９０  アドレス hibari_y@ybb.ne.jp 

  大矢真弘  ０４２－４７５－８５３２  アドレス oyamasahiro1130@gmail.com 

吉田 清郎 記 
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＜映画鑑賞会＞        第 73 回 9月 26日(木)14時～成美教育文化会館 

「アラバマ物語｣ 1962年 米 129分 

監督：ロバート•マリガン 脚本ホートン•フート 

撮影：ラッセル•ハーマン 

出演：グレゴリー・ペック、ロバート•デュバル 

     メリー•バーダム、フィリップ•アルフォード 

本作品は 1962年に、アメリカでピューリッア賞を獲得し全米で 900万

部を売り上げたハーバー•リーの小説「to kill tha mockingbird ｣を映

画化したもので、アカデミー賞で 3 部門の賞に輝いた往年の名作です。

物語は 1930年代、世界恐慌に喘ぐアメリカ、しかも人種差別の激しい南

部アラバマ州の小さな町で起こった黒人の暴行事件に関する裁判を巡る

秀逸な法廷ドラマです。同時に、妻に先立たれた正義感の強い弁護士アテ

ィカスと二人の幼い子供の清らかな愛情と、成長を子供の目線で描いた

家族愛のドラマでもある社会派ヒューマンドラマの傑作。 

主演のグレゴリー・ペックは「ローマの休日｣から 10年後、この作品で、男やもめの父親として子育

てに奮闘しながら、黒人に偏見をもつ町中の白人から強迫されても戦い続ける勇気ある弁護士役を円熟

味のある演技で演じきり見事アカデミー主演男優賞を獲得した。同時に脚色賞、美術賞(白黒部門)を受

賞。                                     映画鑑賞会 記 

 

＜ｳｫｰｷﾝｸﾞ＆山歩き部会＞ 

 6月、7月、8月は活動を休止します。 

 次回は 9月 or10月を予定しています。ご希望等あれば、下記までお寄せ下さい。 

 ★宛先：toshi-tokai@kvj.biglobe.ne.jp  携帯 080-1205-9494 Fax:042-473-8566 東海俊孝 

 

保険のおはなし 

「主催者賠償責任保険加入」について 

 主に各部会長様にお伝えします。この程題記の保険に稲門会として加入

しましたので内容をお知らせします。尚、保険加入費用は掛かりません。 

・この保険は、責任者や指導者等（主催者）が安心して社会教育活動が

出来るよう実施されていて、保険料は全額市が負担します。主催者が

社会教育活動を遂行する上で、法律上の賠償責任を負った場合に備え

るためのもので「傷害保険」ではありません。 

・主催者の行事運営上の不備が原因で、参加者やその他第三者の生命、

身体もしくは財物に損害を与え、法律上の賠償責任を負う場合に、主

催者が被る損害を補填することにより社会教育活動の振興に寄与する

事が目的です。 

・加入対象は①子供活動②スポーツ活動③社会教育活動④社会奉仕活動

⑤青少年健全育成活動の主催者で、その半数以上が市内在住・在勤・

在学の者で構成されている団体です。 

・補償の対象になるものは ①主催者の過失により生じた事故等に対する損害賠償金 ②万一裁判に

なった時の訴訟費用です。 

・保険期間は令和 6年 7月 1日 16時から令和 7年 7月 1日 16時までで、一年毎に更新です。 

・補償内容：①損害てん補限度額 対人・対物ともに１事故 2億円 
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       ②人格権侵害てん補限度額 １事故 100万円 

６月の役員会に付議して承認頂きました。初めて加入しましたので判りにくい点があろうかと思いま

すが、各部会活動でこの保険に該当するような事案が発生した場合には山口までご連絡下さい。実は、

６月のコンサート準備していて、万が一にも何かあったら困ると思っていました。生涯学習センターの

中にある「東久留米市文化協会」でこの保険を知って、急遽今年分に加入しましたのでコンサート対応

は可能です。                                  山口 謙二 記 

「スポーツ保険」について 

 この保険は「公益財団法人スポーツ安全協会」が運営している保険で

す。稲門会の活動としてスポーツ等を行う際、①障害保険 ②賠償責任

保険 ③突然死葬祭費用保険 の三点が補償されます。スポーツ活動中

に限らず、往復での事故もカバーされます。バドミントン部では 6 年ほ

ど前から加入し、①の傷害保険を何名かが受け取りました。保険料は 65

歳以上で年に 1200 円、補償内容の一例になりますが、通院 1 回につき

1000円の補償金が支払われます。稲門会では現在バドミントン部、ソフ

トボール部合わせて 24名が加入しています。加入されたい方は、部会長

を通じて申し出てください。 

詳しいことをお知りになりたい方は、大矢事務局長までご連絡ください。  

  片平 るみ 記 

東稲広報室 

＜新入会員＞  斎藤善大さん 平成 20年 一文卒  金山町在住 

        渡辺勝俊さん 昭和 41年 理工卒  浅間町在住 

＜訃報＞    市川三郎会員 2023年 11 月 ご逝去されました。謹んでお悔やみ申し上げます。  

＜「オペラを楽しむ会」（清瀬稲門会主催)のご案内＞ 

 ・日時 8月 4日（日） 13:00開場 13:30開演            

 ・場所  アミューホール（清瀬駅北口徒歩１分） 

 ・演目 「ポギーとベス」ジョージ・ガーシュイン  

     （サイモン・ラトル指揮 ロンドン交響楽団 1992年 映像 

 ・入場無料ですが、頂ける資料代 200円をカンパして下さい。        山口謙二 記 

＜山岡恭子さんの本誌掲載エッセイが原爆資料館に！＞ 

私のエッセイが広島平和記念資料館に展示されるようになった経緯は以下の通りです。 

今年 1月、被爆者である父が他界したあと、資料館から被爆当時の父の状況を問う調査票が弟に送ら

れて来ました。父から体験談を聞いていなかった弟は困り、渡りに船とばかり調査票の代わりに私のエ

ッセイを資料館に送ったのです。そのご縁でエッセイが資料館に展

示される事となりました。資料館は当時の記録や体験談等の情報を

広く収集していて、後世へ伝えようとしています。集められた資料

は何れ資料館 HPインターネット上でも閲覧できるそうです。 

今回のエッセイは私自身の経験ではなく、原爆の真の悲惨さを伝

えきれてはいませんが、風化して行く負の記憶を伝える一助となれ

るなら光栄です。                山岡 恭子 記 

 

※山岡恭子さんのエッセイは 127号（2023年 1月 10日発行）に掲載されています。（編集部） 
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＜滝山子ども食堂へ寄付しました＞ 

 東久留米稲門会名義で、滝山子ども食堂に 13000円を寄付いたしました。皆さまのご協力に感謝いた

します。今後もどうぞよろしくお願いいたします。                 河村 洋子 記

＜稲門祭記念グッズ＞ 

皆さまのご協力により、記念グッズの売り上げが 188000円となり、目標

の 14万円を超えることができました。ありがとうございました。記念品を

購入した方を対象に行われる福引の番号は以下の通りです。10/20の稲門祭

当日に結果がわかりますので、お楽しみに！ 

稲門祭 福引番号 （敬称略） 

安次峰暁（07986）、有賀千歳（07987）、石田孝司（07988）、伊東毅（07989・07990・07991）、上原徹也

（07992・07993）、大塚和恵（07994）、大矢真弘（07995・07996・07997）、小野泰右（07998・07999）、

小山田朋樹（08000・08001・08002・08003）、片平るみ（08004～08008）、金子孝司（08009～08013・10497・

10501・10502）、川島知子（08014）、川瀬晃（08015）、小林道子（08016）、ゴルフ部会（08017・08018・

08019）、酒井正敬（08020・08021）、坂井淑晃（08022・08023）、坂本洋子（08024）、清水正弘（08025・

08026）、神宮邦政（08027）、高田明子（08028）、高橋哲男（08029・08030・08031・08032）、橘優治（08033・

08034・08035）、茅野裕司（08036）東海俊孝（08037・08038・08039）、中村敏明（08040）、長束輝夫（08041）

長瀬邦子（08042）、平山努（08043）、平山正徑（08044・08045・08046）、船津高志（08047）、別処尚志

（08048）、帆角信美（08049）、前川初子（08050）、松﨑勉（08051～08065）、森野正廣（08066）、山口謙

二(08067・08068・08069)、横田治彦（08070～08075）、吉田清郎（10496） 

＜30周年記念コンサート・パーティー無事に終わる＞ 

6月 29日(土)開催の 30周年記念「杜の西北コンサート」を成功裏に終えることが出来ました。ご参

加いただきました会員のみなさま、ありがと

うございました。正式の報告記事は、30周年

記念号に掲載予定ですが、取り急ぎ御礼とご

報告を申し上げます。前日の大雨があがり時

折薄日もさす中、ほぼ満席の状況での開催と

なり、合唱団、交響楽団ともに渾身の演奏を

披露してくれました。全体のコーディネート

と司会をお願いした国分寺稲門会の大橋忠弘

様の軽妙なリードもあり、会員の皆様にはコン

サートを存分に楽しんでいただけたものと思

います。 

 当初より「自分たち会員自身が楽しむ」こと

をコンセプトに準備を進めてきました。開催に

向けて力を合わせて頑張った実行委員の皆様

や役員の皆様に、実行委員長として心より御礼

申し上げます。 

 コンサート後の記念パーティでは、大塚和恵

会員がメンバーとなっているグループ「楽鼓」9 名による和太鼓演奏が、会を盛り上げてくれました。

洋楽とはまた違った趣があり、30周年記念の「景気づけ」としてぴったりでした。 

 この 30 周年のイベントをきっかけとして、新しい仲間も増えたようで何よりの成果と喜んでおりま

す。今後も 40周年 50周年に向けて、皆で東久留米稲門会の活動を楽しみ盛り上げていきましょう！  

ありがとうございました！                     実行委員長 小山田 朋樹 記 



- 13 - 

 

＜会員リレーエッセイ＞ ～噴水広場～   
                                     

司法修習生時代 

                             S40法 弁護士 泉 信吾 

１ 私は、1965年早稲田を卒業し、1968年司法試験合格で、翌年 4月初めから司法研修所の 23期生

として、司法修習生生活が始まりました。 

司法試験合格者で裁判官、検事、弁護士を目指す者は、全員が、司法修習生として２年間一緒に合同

の研修を受けなければなりません。 

当時は、同期の司法修習生は 500 人未満で、司法研修所の卒業試験はあり

ましたが、ほぼ全員卒業できるのが慣例に近いこともあり、修習の２年間は

色々のことを学ぶことのできる貴重な２年間でした。 

この司法修習終了後、裁判官、検事、弁護士へのいずれかを自ら選択して、

それぞれが進むことになる訳です。 

２ 私は東京での修習で（全員が、全国各地の裁判所、検察庁、弁護士会に配属されます）実務研修

当時の裁判官は現在に比べ、伸び伸びとされ、且つ、自信に満ちていました。 

当時、裁判官には自宅で仕事をするとの「宅調日」があり、私が配属された民事部の部長は「自分は

宅調があるから裁判官になったもので、自分が裁判官である間は、宅調はなくならないよ」と豪快、且

つ自信タップリに述べる方で楽しい酒豪でした。 

配属された東京地方裁判所の刑事部の部長は、真面目で謹厳そのものの方でわれわれ修習生を連れて、

酒を飲む場合も、大きなビアホールなどと決まっており、個人経営の小ぢんまりとした店には絶対に行

きません。部長が在室時は、判事室は、陪席以下修習生も含め全員緊張感いっぱいで、非常に疲れたこ

とを今でも良く憶えています。 

 昭和 44年当時の東京地裁の刑事部では、多発する学生デモで凶器準備集合

罪で逮捕、起訴された公判事件が多く、被告人や弁護人が、法定で裁判長の訴

訟指揮に従わず、審理開始早々、両者が退廷を命じられることも多くありまし

た。結局午後一杯を予定していた公判手続が 30分程で閉廷となり、予定が狂

った配属先の単独の刑事裁判官は、夕方の早めの時間から判事室で机の中か

らウイスキーのボトルとつまみを取り出し、我々修習生にも飲むように勧め、

その内に酒で少し元気になった判事は仲の良い飲み仲間らしい同じ裁判所内

の別の部の判事に「今日はオールドがある。今修習生と飲んでいるから、手が空いたら来いよ」と電話

で誘い、我々に「ボトルはオールドだが、中身は角だ」「騙されるから、みてなさい」とニヤリとし、し

ばらくして駆け付けた判事に、ボトルからグラスに注ぎ、飲み干した判事に「どうだ、オールドは旨い

だろう」と問いかけました。仲間の判事は「ウン、流石オールドは旨いね！」と述べたところ、注いだ

判事が破顔大笑し、「これはいつもの角ビンのウイスキーだ」と伝えると、「どうせ、そうだろうと思っ

た」と返され、さらに当時開催中の大阪万博のソビエト館で判事が入手したというウオッカなどを御馳

走していただき、判事室で、一段と賑やかな飲み会になった時のことは良く憶えています。（当時は裁判

所や検察庁に限らず、多くの公官庁や役所では、夕方になると、執務室で、コップ酒とスルメなどでの

宴会が多かった時代でした） 

３ 私は、弁護修習で配属された東京弁護士会の弁護士事務所のボス（元日本弁護士連会長）に誘っ

ていただき修習終了後、その事所に入所し弁護士となりました。 

 弁護修習では、弁護士会は同じ班の修習生全員を実習修習の一環として、かの東京会館のフレンチレ

ストランでフランス料理を振舞っていただき、フランス料理の食事マナーを教えていただきました。ま
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た、同じ弁護修習の一環で、人気のあった玉三郎らによる三宅坂の国立劇場での歌舞伎見学があり、幕

間で館内の喫茶室に二人でコーヒーを飲みに行ったところ、隅々すぐ隣の２人席で、作家の三島由紀夫

氏が、知人とコーヒーを飲んでいたのですが、その２～３日後、市ヶ谷の防衛庁に数名で乱入し、三島

氏本人が割腹自殺を遂げるとのショッキングな事件が発生し、数日前の劇場で遭遇した当時、既に三島

氏は割腹決行を決意していたと思われ、本当に大きな衝撃でした。私にとっては貴重な体験であり、忘

れようのない出来事でした。 

４ 司法試験には合格しましたが、当時、20代半ばで、社会経験も少なく、世間知らずであった私が

２年間の修習を終え、弁護士（そうでない人は裁判官か検事に任官します）となりその後、法曹の一員

として 50 年余大過なく過ごすことが出来たのは、上記の修習生としての２年間の忘れがたい種々の体

験が、実社会に踏み出す前の有益な助走、伴走となってくれたように思われ、欠かすことのできない貴

重な２年間だったと思っております。 

５ 私が弁護士登録して既に 53 年、私の法律事務所で、弁護修習を済ま

せ、裁判官に任官した秀才は数年前に最高裁判所の局長になっていますし、

他方で、弁護士になり、既に数年前に日本弁護士連合会の副会長になった人

物（私の高校時代の親友の弟）は、今は、300人近い弁護士をかかえる日本有

数の大法律事務所の事実上のトップになっています。 

 時代の過ぎるのは早く、私も 81才になり、隠退をする年令に達して 

おります。 

６ 次回から私の経験した事件で、記憶に残る事件のこと 

などを述べてみたいと思います。 

 

 

  

編集後記 

 今回の 30 周年記念早稲田大学キャンパスツアーに参加して初めて知ったことの一つに、大隈重信侯

と 125 との関わりがある。大隈侯は、「人は摂生すれば 125 歳まで生きられる」との説を唱えていたそ

うだ。そこから、早稲田大学にとって「125」は特別な数字となったのだ。大隈講堂の左に聳える時計塔

は、高さ 125尺（38ｍ）であるし、大隈記念タワーは125 尺×2倍の高さである。創立 125 周年を迎え

た 2007 年には記念式典が行われ、本誌にもよく登場するワセダベア（弘兼憲史さんデザイン）が生ま

れた。125 周年に向け寄付を募り、125 万円以上の寄付をすると大隈講堂の椅子背面に金のプレ―トで

名前をいれられたとか。果たしてどのくらいの人が 125 万円以上の寄付をしたのか知りたいところであ

る。 

ちなみに大隈侯は、125歳まで生きることはかなわず、83歳で亡くなられた。 

 編集委員：片平るみ（今回の担当）・有賀千歳 

 

 

 

 

 当会ホームページにアクセスできます。 

東稲ニュースタブから、本誌がカラーでご覧になれます。 


